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猿沢地区振興会だより 

７
月
25

日
（
火
）、
第
２
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

主
な
協
議
事
項
と
話
し
合
わ
れ
た
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。 

①
「
農
」
を
考
え
る
～
地
域
づ
く
り
講
演
会

の
開
催
及
び
視
察
研
修
に
つ
い
て
～ 

・
８
月
24

日
（
木
）
８
時
45

分
か
ら
、
渡

辺
採
種
場 
瀬
峰
研
究
農
場
（
宮
城
県

栗
原
市
）
と
一
関
市
南
部
農
業
技
術
開

発
セ
ン
タ
ー
（
花
泉
町
金
沢
）
の
視
察
研

修
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

②
令
和
５
年
度
の
秋
祭
り
の
開
催
に
つ
い

て ・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
第
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
開
催
す
る
こ

と
と
し
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
８

月
22

日
（
火
）
に
開
催
す
る
秋
祭
り
実

行
委
員
会
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。 

③
農
協
ふ
れ
あ
い
店
活
用
委
員
会
に
つ
い

て ・
７
月
４
日
（
火
）
に
第
１
回
活
用
委
員
会

を
開
催
し
、
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
集
会
所
と

し
て
の
利
用
の
場
合
、
課
題
が
多
い
た 

 

め
、
現
状
通
り
倉
庫
と
し
て
の
使
用
が
最
善

で
は
な
い
か
と
い
う
回
答
が
多
く
、
当
面
は

現
状
維
持
と
す
る
。 

④
記
録
保
存
事
業
企
画
委
員
会
に
つ
い
て 

・
猿
沢
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
資
料
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
映
像

化
を
進
め
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

の
期
間
に
、
猿
沢
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
後
、
資
料
の
分
類
、
整

理
を
行
う
こ
と
と
す
る
。 

以
上
①
か
ら
④
に
つ
い
て
の
案
件
が
承
認
さ 

れ
ま
し
た
。 

  

集
落
存
続
の
た
め
に
必
要
な
こ
と 

地
域
づ
く
り
講
演
会
開
催 

  
様
々
な
角
度
か
ら
「
農
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
先
進
地
視
察
研
修
を
開
催
し
ま

す
。 

 

そ
の
１
回
目
と
な
る
移
動
研
修
を
８
月
２４

日

（
木
）
に
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
野
菜
を
育
て

実
り
味
わ
う
喜
び
を
よ
り
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

農
業
の
プ
ロ
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
日
々
の

農
作
業
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

一
つ
目
の
研
修
先
は
宮
城
県
栗
原
市
に
あ
る

（
株
）
渡
辺
採
取
場
瀬
峰
研
究
農
場
で
す
。
最
新

の
技
術
や
経
験
な
ど
に
よ
り
野
菜
の
育
種
、
品

種
改
良
、
栽
培
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
秋

ま
き
、
春
ま
き
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

二
つ
目
の
研
修
先
は
花
泉
町
金
沢
に
あ
る
一

関
市
南
部
農
業
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
西
洋
野
菜
」
の
産
地
化
に
向
け
た
試

験
栽
培
農
場
を
見
学
し
ま
す
。
露
地
物
の
西
洋

野
菜
を
中
心
に
約
１
４
０
種
類
を
試
験
栽
培
し

て
お
り
、
栽
培
方
法
や
食
べ
方
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。 

 

定
員
は
２
０
名
で
、
参
加
申
込
に
つ
い
て
は
別

紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

７
月
３０

日
（
日
）
、
猿
沢
地
区
が
抱
え
て
い

る
地
域
農
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
を

考
え
る
機
会
と
し
て
、
振
興
会
、
市
民
セ
ン
タ
ー

共
催
で
地
域
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
明
治
大

学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
客
員
教
授
の
榊
田 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
、

「
集
落
存
続
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
～
そ
の
農
地
、

誰
が
担
う
？
～
今
後
の 

 

 
～
今
後
の
話
し
合
い
へ
の
情 

報
提
供
と
し
て
～
」
と
題
し
、 

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

榊
田
さ
ん
は
全
国
各
地
の 

み
な
ら
ず
、
海
外
農
村
を
取 

材
や
講
演
で
歩
い
た
経
験
を 

踏
ま
え
、
国
の
動
き
や
先
進 

地
の
取
り
組
み
な
ど
を
事
例 

に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
「
景
観 

維
持
の
た
め
の
草
刈
り
や
雪 

下
ろ
し
、
鳥
獣
害
対
策
な
ど
、
ま
ず
は
農
家
と
非

農
家
が
職
種
を
超
え
て
一
緒
に
土
俵
に
上
が
れ

る
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
、
そ
こ
か
ら
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
う
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」

「
耕
せ
な
い
農
家
と
耕
し
た
い
非
農
家
を
つ
な
ぐ

こ
と
は
今
後
の
大
き
な
テ
ー
マ
。
さ
ま
ざ
ま
な
人

達
が
連
携
し
て
地
域
の
農
地
保
全
、
資
源
管
理
、

生
活
支
援
に
取
り
組
む
た
め
の
受
け
皿
が
で
き

な
い
も
の
か
」
と
集
落
維
持
の
ヒ
ン
ト
を
お
示
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

振
興
会
で
は
引
き
続
き
「
農
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
次
回
は
１１

月

２３

日

（
木
）
１０

時
か
ら
、
西
和
賀
町
大
野
自
治
協
議
会

事
務
局
長
の
泉
川
道
浩
さ
ん
を
お
招
き
し
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
日

に
ち
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

  

学
客
員
教
授
の
榊
田

み
ど
り
氏
を
お
招
き

し
、
「
集
落
存
続
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
～
そ

の
農
地
、
誰
が
担
う
？ 
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 「
な
に
～
か
・
あ
～
る
」 

長
廻
紘
氏
特
別
講
演
会 

 
８月５日（土）ふれあい委員会では、大東病院医学博士の長廻   

紘先生をお招きし講演会を開催しました。長廻先生がなに～か・あ

～るでご講演されるのは２度目で、今回は「認知症から去る（猿）～

自己を無にする～」をテーマに来場者とフリートークを交えながらお

話されました。先生は講演の中で「認知症は予防はできるけれど、

一旦かかると治らない。高齢になっても、定年になっても、年令にふ

さわしい新しい目標を持ち、そこに生きがいを見出すこと。目覚める

のが待ち遠しい「なに～か・あ～る」のが認知症から逃れる道であ

る」と話されました。 

 

 

大東病院医学博士 

長廻   紘先生 

８
月
９
日
（
水
）
に
、

に
こ
に
こ
児
童
ク
ラ
ブ

で
ア
イ
ス
に
ポ
ッ
キ
ー

や
フ
ル
ー
ツ
を
盛
り
付

け
し
、
パ
フ
ェ
を
作
り
ま

し
た
。
溶
け
て
い
く
ア

イ
ス
に
ど
の
よ
う
に
盛

り
付
け
よ
う
か
焦
り
な

が
ら
も
工
夫
し
、
グ
ル

ー
プ
で
楽
し
く
食
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
別
日
に

は
、
水
遊
び
を
し
て
涼

み
ま
し
た
。 

夏
休
み
中
の
に
こ
に

こ
児
童
ク
ラ
ブ
は
８
月

17

日
（
木
）
に
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

児童クラブで夏を楽しみました！
お詫びと訂正 

先
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た
「
お
盆
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

の
記
事
の
中
で
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
誤
）
峠
自
治
会
（
大
町
裏
）
：
８
月
14

日
（
月
） 

（
正
）
峠
自
治
会
（
大
町
裏
）
：
８
月
13

日
（
日
） 

（
誤
）
清
水
川
自
治
会
：
８
月
30

日
（
水
） 

（
正
）
清
水
川
自
治
会
：
７
月
30

日
（
日
） 

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。 

 

区 世帯数 男 女 合計 比較

1区 55 72 80 152 -1

2区 44 49 41 90 0

3区 67 85 76 161 0

4区 50 78 74 152 -1

5区 29 35 50 85 0

6区 38 47 48 95 0

7区 34 51 42 93 0

8区 52 65 68 133 -1

9区 25 30 35 65 0

10区 50 60 59 119 0

11区 84 115 116 231 0

12区 38 48 43 91 0

13区 21 27 27 54 0

合計 587 762 759 1,521 -3

猿沢の行政区別人口と世帯数

8月末現在

 【つくり方】（調理時間 15分程度） 

1. なすは縦半分に切り、皮目に格子状

に切り込みを入れる。かぼちゃは７～８ｍ

ｍ厚さに切り、れんこんは７～８ｍｍ厚さ

の輪切りまたは半月切りにする。しめじは

小房に分ける。（Ａ）は合わせておく。 

2. フライパンに揚げ油を熱し、野菜とき

のこを素揚げし、熱いうちに（Ａ）に浸す。 

【材 料（２人分）】 

・なす…2本 

・かぼちゃ…100g 

・れんこん…100g 

・しめじ……50g 

・揚げ油……適量 

（A） 

・めんつゆ（濃縮４倍） 

…大さじ４ 

・水…………200ml 

暑い日が続いております。秋野菜を使った料

理で栄養をとりながら、暑さを乗り越えまし

ょう。 


